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　大洗あんこう祭が11月23日（日）、大洗マ
リンタワー前広場を会場にして盛大に開催され
ました。大洗冬の味覚「あんこう」を主役に、
あんこうの吊るし切りや一杯100円で振る舞
われたあんこう汁2,000食サービスをはじめ、
あんこう飯・あんこう汁の早食い競争など、大
勢の皆さんが大洗のあんこうを堪能してホクホ
クの笑顔をみせていました。
　また、大洗の特産品販売をはじめ北関交流
フェア、フラダンスや子供たちも楽しめるアト
ラクションなど様々な催しが行われ、約4万5
千人の来場客で賑わいました。

大洗冬の味覚「あんこう」を満喫
大洗あんこう祭り

　11月8日（土）音楽発表会をかわきりに11月22日・23
日・24日に第34回大洗町芸術文化祭が開催されました。
　中央公民館などの展示会には、町内小・中学校児童生徒
や一般、芸文協会員の書道、篆

てんこく

刻、絵画、工芸美術、写真、
陶芸、俳句、短歌、いけばな等707点の力作が展示され、
町民会館大ホールでは、日本舞踊や民謡、吟詠剣詩舞、祭
ばやし、音楽会などが行われました。また、公民館では俳
句会、短歌会、茶会が開催され芸術文化に関心のある皆さ
んで賑わいました。
　また、山村暮鳥が結ぶ文化友好の町である高崎市群馬支
部（旧群馬町）からは、和太鼓・朗読・民謡民舞の皆さん約
50名が来町し、展示コーナーや合同発表会を通じて友好を
深めました。

第34回大洗町芸術文化祭
― 芸術文化の薫り高い町に ―

　このほど、夏海小学校3・4年生並びに磯浜小学校3
年生を対象に「いじめをなくそう人権教室」が開催さ
れました。
　この教室は「いじめのない楽しい学校生活を送るた
めにはどうすればよいか」について考え、「友達を差別
して悲しませてはいけない」という人権思想の基本的
な考え方を理解してもらおうという取り組みです。
　人権擁護委員の吉川典正さん、清宮澄さん、小野瀬
ひろみさんが出席し、アニメビデオを教材に「いじめ
る子・いじめられる子・それを見ている子」それぞれ
の気持ちになってみんなで話し合い、子どもたちは「い
じめをなくすためにはどうすれば良いか」について積
極的に意見を述べました。

いじめをなくそう人権教室
「思いやりや いたわりの心を大切に」
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　12月7日（日）第63回三浜駅伝競走大会が、ひたちなか市～大洗町の
シーサイドコースを舞台に開催されました。今回は昨年より23チーム多
い、総勢145チームが一本のタスキをつなぎました。当日は、快晴、無
風というすばらしい天候の中、沿道からの声援に応え、選手たちは力強い
走りをみせました。
大会結果（大洗町関係）
中学女子の部　第 6位　大洗一中　　　第11位  大洗南中
中学男子の部　第12位　大洗一中　　　第14位　大洗南中
　　　　　　　第36位　大洗一中サッカー部
　　　　　　　第37位　大洗一中野球部
一般女子の部　第 1位　ゆっくらＳＱ
一般男子の部　第14位　原子力機構大洗Ａ　第24位　原子力機構大洗B
　　　　　　　第26位　大洗水族館　　　　第33位　土びんランナーズ

第63回三浜駅伝競走大会
一中女子 初の6位入賞！ ゆっくらSQ初優勝！

　11月18日（火）いこいの村涸沼にて、第8回ひぬ
ま環境フォ－ラムが開催されました。きれいな涸沼の
環境を保つために募集された、多くのポスターや標語、
フォトコンテストの中から大洗町の小学生の作品が表
彰されました。
標語の入賞作品
【小学生低学年の部】
　（優良賞）大貫小学校2年　大川明香里
　　　　　磯浜小学校3年　高信　佑夏
【小学生高学年の部】
　（優良賞）磯浜小学校6年　丸山　理彩

涸沼をきれいにしよう！
ひぬま環境フォーラムが開催されました

　11月29日、大洗港第4埠頭で、約1,000
本のキャンドルでクリスマスツリーを描く
「エコキャンドルライトＩＮ大洗」が開催さ
れ、大勢の家族連れなど約900人で賑わい
をみせました。
　過剰な電力消費をやめようと、町内の飲食
店や旅館などから集めた廃油でエコキャンド
ルを作成し、大洗の海辺に灯すことで、みな
との賑わいまちづくりに役立てたいとの思い
で実施されました。訪れた皆さんは、キャン
ドルの光の美しさを体感し、一足早いエコな
クリスマスのひと時を過ごしました。

エコキャンドルライトＩＮ大洗
1,000本の光が海辺を彩る



　

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の
検
地
に
よ
る
と
、
宮み
や
た田
村
（
磯
浜
村
）
一
○

八
六
石
、
大
貫
村
一
二
二
五
石
の
村む
ら
だ
か高
（
年
貢
・
諸
役
賦
課
の
基
準
）
で
あ
っ

た
。
磯
浜
村
は
村
高
が
少
な
い
も
の
の
、
鰯
漁
業
が
順
調
な
時
は
漁
獲
高
が
年

間
三
万
両
に
も
及
ん
だ
と
い
う
の
で
十
分
に
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
磯
浜
村
に
は
、
庄
屋
・
組
頭
の
ほ
か
漁
業
関
係
の
行
政
を
担
当

す
る
舟
庄
屋
・
舟
組
頭
・
二
十
分
一
役
が
別
に
置
か
れ
た
。
磯
浜
村
の
水
田
は

二
反
田
・
三
反
田
・
六
反
田
・
七
反
田
・
八
反
田
に
、
大
貫
村
の
水
田
は
八
枚

を
中
心
に
現
在
の
水
田
地
帯
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。

　

磯
浜
・
大
貫
両
村
と
も
、
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
に
、
本
百
姓
一
軒
あ
た
り
二

石
五
斗
高
を
基
本
と
し
た
「
地じ

わ
り割
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
慣
行
は
、
痩
せ
地
を

多
く
持
つ
農
民
が
困
窮
し
て
し
ま
う
不
公
平
を
な
く
す
手
段
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
地
味
の
土
地
を
組
み
合
わ
せ
て
村
内
の
土
地
を
一
定
面
積
に
分
割
し
て
割

り
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
期
の
大
貫
村
で
は
、
村
高
を
四
九
六
に
分
け
、

一
軒
あ
た
り
の
二
石
五
斗
ず
つ

に
茅か

や
の野

を
付
属
さ
せ
て
分
け
、

一
六
軒
を
一
組
と
し
、
全
体
で

三
一
組
と
し
た
。
一
八
世
紀
中

頃
か
ら
水
戸
藩
で
は
本
百
姓
の

没
落
が
顕
著
と
な
る
が
、
磯
浜

村
で
も
田
畑
を
手
放
す
本
百
姓

が
増
え
、
盛
ん
に
田
畑
の
売
買

が
行
わ
れ
た
。一
八
世
紀
後
半
、

土
地
を
集
積
し
た
の
は
、
酒
造

業
や
サ
バ
の
干
物
を
商
う
肴

さ
か
な

加

工
業
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

郡
司
丈
児
）
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　栃木県宇都宮市から大洗に移り住んで３年。大貫町に
お住まいの芝野さんご家族を紹介します。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？ 
Ａ：海が大好きで、夫婦共通の趣味のサーフィンをやる
ために、宇都宮での生活と仕事をなげうって大洗に
引っ越して来ました。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：目の前に広がる海、いつでもすぐにサーフィンがで
きる環境、時間が合えば夫婦で海に入ることもできて
とても幸せです。また、ハマグリやシラスなどおいし
いい食材が豊富なところも魅力です。
Ｑ：大洗で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：サンビーチの水平線から昇る日の出。（特に夏！）
毎朝サーフィンをしながら眺めています。
Ｑ：町に関連した取り組み活動等はありますか？
Ａ：子供が通う保育園の行事に合わせて、子供と一緒に
町の催しに参加しています。
Ｑ：町に対する要望等はありますか？
Ａ：夜になると町全体が暗くて、これから子どもが通学
するようになってからが心配です。特に細い路地は
真っ暗なところが多いので、もっと街路灯を増やして
町全体を明
るくして欲
しいです。
　　また、い
つ ま で も
大洗でサー
フィンが出
来る環境を
守ってほし
いです。

第27回

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「生活の中心はサーフィン！」

江
戸
時
代
の
歴
史

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

24

江戸時代の大貫八枚辺りの絵図（大場　宣氏所蔵・茨城県立歴史館寄託）

井
いのうえ

上　礼
れ お

央くん
（五反田３区　H19.12.4生まれ）
お父さん　秀次　　お母さん　桂子
「歯みがき大好き！」

村
むらい

井　涼
りょう

くん
（髭釜町８区　H19.7.21生まれ）
お父さん　浩　　お母さん　満喜子
「家族みんなの笑顔の源です。」

４　

近
世
農
村
と
し
て
の
磯
浜
村
・
大
貫
村



「おいしいおもちができました。」「おいしいおもちができました。」「おいしいおもちができました。」

園児と消防署員の餅つき大会と防火訓練

かもめ保育園かもめ保育園
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十
月
の
中
ほ
ど
過
ぎ
て
四
照
花
の
赤
き
果
実
の
ほ
つ
ほ
つ
と
し

て

　
　

桜
道
五　
　

猿
田
彦
太
郎

〔
評
〕
作
者
の
作
品
は
、
気
持
の
上
で
ゆ
と
り
が
あ
る
。
そ
の
人
格

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
し
ひ
し
と
別
れ
敢あ

へ
な
き
堂
内
に
友
の
面
影
還
る
鉦
し
ょ
う
の
音

　
　

夏
海　
　

木
野
内
清
太
郎

〔
評
〕
高
齢
化
を
伴
い
つ
つ
友
へ
の
格
別
の
別
れ
は
一
入
で
あ
ろ

う
。
鉦
の
音
は
尋
常
な
ら
ぬ
響
で
あ
る
。

川
土
手
の
野
花
閉
じ
ゆ
く
夕
つ
方
群
落
な
し
て
月
見
草
咲
く

　
　

祝
町
三
区　
　

桐
原　

す
み

〔
評
〕
群
落
の
中
の
月
見
な
か
な
か
に
捉
え
ど
こ
ろ
が
い
い
。
群
落

は
非
常
に
よ
く
効
い
て
い
る
。

一
秒
を
流
れ
ゆ
く
時と

き刻
ぬ
ば
た
ま
の
暗
き
し
じ
ま
の
一
夜
さ
の

夢

　
　

永
町
四
区　
　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
作
者
は
漢
語
古
語
を
よ
く
使
わ
れ
る
。
大
変
よ
い
こ
と
で
あ

る
。
更
に
工
夫
さ
れ
て
御
精
進
を
。

日
も
す
が
ら
匂
い
を
放
つ
金
木
犀
さ
庭
の
秋
を
ひ
と
り
占
め
し

て

　
　

寺
釜
九
区　
　

三
村　

住
江

〔
評
〕
力
量
あ
る
作
者
と
み
て
よ
い
。
い
よ
い
よ
の
精
進
に
期
待
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。

裏
庭
の
傾な
だ

り
の
黄
な
る
あ
ま
た
蜜
柑
色
づ
き
染
め
て
つ
ぶ
ら
実

あ
ら
わ

　
　

南
清
水
一
区　
　

広
木　

チ
イ

〔
評
〕
熱
心
な
作
者
で
あ
る
。
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
特
に
作
品

の
上
の
文
脈
に
気
付
か
れ
た
い
。

久
々
に
先
祖
供
養
す
阿
弥
陀
堂
比
叡
の
樹
木
は
霖
雨
に
け
ぶ
る

　
　

金
沢
町
一
区　
　

古
渡　

節
子

〔
評
〕
整
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
先
祖
の
供
養
は
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
結
句
の
結
び
は
よ
い
。

兵
の
日
の
辛
苦
思
へ
ば
何
や
あ
る
と
老
い
の
わ
が
身
に
日
々
鞭

を
打
つ

　
　

祝
町
十
区　
　

佐
藤　
　

毅

〔
評
〕
兵
と
い
え
ば
一
兵
に
。
一
等
、
二
等
兵
長
、
上
等
兵
。
と
に

か
く
忍
耐
と
苦
難
の
道
で
あ
っ
た
ろ
う
。

み
は
る
か
す
那
須
野
ヶ
原
の
黄
金
色
稲
木
に
掛
け
る
人
ら
の
忙

し

　
　

永
町
六
区　
　

鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
那
須
へ
の
旅
の
歌
。
秋
の
景
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
そ
の
景
が

展
開
さ
れ
る
。
農
の
人
ら
の
農
繁
期
の
と
き
で
あ
る
。

祝
い
く
る
る
淡
い
ピ
ン
ク
の
胡
蝶
蘭
は
ね
を
広
げ
て
飛
び
立
つ

ば
か
り

　
　

新
町
十
区　
　

打
田　

照
子

〔
評
〕
店
の
改
築
店
開
き
の
華
や
ぎ
の
一
日
で
あ
る
。
送
ら
れ
た
胡

蝶
蘭
は
祝
福
に
充
分
で
あ
る
。

丈
の
び
て
か
た
む
き
か
け
し
菊
の
枝
支
柱
を
立
て
て
花
盛
り
な

り

　
　

永
町
六
区　
　

笹
目　

孝
子

〔
評
〕
ふ
と
街
で
見
か
け
た
小
菊
で
あ
ろ
う
か
支
柱
に
支
え
ら
れ
た

菊
の
花
々
に
目
を
や
る
作
者
で
あ
る
。

人
の
生
く
る
基
本
問
わ
る
る
心
地
せ
り
国
文
祭
の
生
徒
ら
の
歌

に

　
　

新
町
六
区　
　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
大
ホ
ー
ル
に
展
開
さ
れ
た
生
徒
達
の
演
出
に
何
者
な
ら
で
は

の
思
い
が
表
白
さ
れ
て
い
る
。

友
と
来
し
ド
ッ
コ
の
沼
の
冬
景
色
黄
や
朱
に
染
み
落
葉
散
り
つ

つ

　
　

寺
釜
八
区　
　

小
野
瀬
保
子

〔
評
〕
冬
景
色
の
ド
ッ
コ
の
沼
、
も
み
じ
の
彩
り
は
い
ま
や
盛
ん
で

あ
る
。

好
き
嫌
い
無
き
が
ご
と
く
に
樹
々
を
抱
き
燃
え
て
際
立
つ
北
の

蔦つ
た
う
る
し
漆　
　

　
　

永
町
十
六
区　
　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕
北
国
の
蔦
漆
、
そ
の
繁
殖
は
執
拗
な
ま
で
に
樹
々
を
被
い
尽

く
し
て
止
ま
な
い
。
何
か
ま
わ
ず
に
。

な
ぎ
わ
た
る
涸
沼
の
川
を
し
ら
じ
ら
と
移
ろ
ひ
ゆ
け
り
晩
秋
の

雨

　
　

成
田
五
〇　
　

清
宮　

し
げ

〔
評
〕
秋
よ
り
冬
に
か
け
た
寒
々
し
い
雨
。
身
の
弱
い
作
者
は
そ
の

状
景
を
じ
っ
と
見
据
え
て
い
る
の
だ
。

戦い
く
さ火

終
え
て
伴
侶
と
は
げ
み
幾い
く
と
せ年

の
想
ひ
を
馳
せ
る
敬
老
の
日

よ

　
　

永
町
二
区　
　

田
山　

り
ゑ

〔
評
〕
回
想
の
歌
。
伴
侶
と
の
お
も
い
め
ぐ
ら
す
長
い
人
生
は
測
り

難
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
お
幸
せ
に
。

銀
色
の
す
す
き
と
黄
な
る
泡
立
草
丘
の
な
だ
り
を
潮
風
ゆ
ら
す

　
　

新
町
三
区　
　

高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
私
日
本
人
に
と
っ
て
穂
芒
の
風
情
は
格
別
で
あ
る
。
泡
立
草

の
侵
蝕
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
い
が
あ
ろ
う
。

草
刈
れ
ば
こ
お
ろ
ぎ
の
声
畑
隅
に
ピ
ン
ク
の
小
菊
咲
き
盛
り
お

り

　
　

永
町
七
区　
　

秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
こ
お
ろ
ぎ
の
声
も
途
絶
え
が
ち
に
な
る
垣
庭
の
小
菊
も
咲
き

始
め
よ
う
。
秋
も
過
ぎ
よ
う
と
す
る
ひ
と
日
。

山
峡
の
落
葉
降
り
敷
く
ひ
と
と
こ
ろ
く
れ
な
い
染
み
て
そ
ば
づ

る
の
咲
く

　
　

寺
釜
九
区　
　

佐
藤
よ
し
子

〔
評
〕
し
っ
か
り
と
し
た
詠
み
、
上
句
下
句
の
構
成
も
成
功
し
て
い

る
。

山
な
べ
て
錦
に
し
き

を
飾
り
テ
レ
ビ
に
て
若
か
り
し
日
の
な
つ
か
し
き

道

　
　

蔵
前
三
区　
　

鴨
川　
　

靖

〔
評
〕
山
々
は
す
べ
て
紅
葉
の
色
彩
。
か
つ
て
の
山
登
り
を
想
い
越

す
時
、
そ
の
す
べ
て
は
懐
か
し
い
。

砂
原
に
佇
ち
て
遠
く
を
眺
む
れ
ば
過
ぎ
去
り
し
日
の
思
ひ
に
か

へ
る

　
　

東
光
台　
　

田
中　

勝
枝

〔
評
〕
人
は
誰
で
も
大
自
然
の
前
に
佇
て
ば
心
が
静
ま
る
。
作
者
も

ま
た
過
去
回
想
の
想
い
に
浸
る
と
い
う
の
だ
。

●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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キアンコウ（アンコウ科）
Lophius litulon

http://www.aquaworld-oarai.com　TEL 029-267-5151

編集・発行●大洗町役場町長公室　〒311-1392 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275　☎029（267）5111㈹　URL http://www.town.oarai.ibaraki.jp/
印刷●冨士オフセット印刷株式会社

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる
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お元
気で
すか
？　保健

師です

お元
気で
すか
？　保健

師です
健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

　子守唄をうたっていますか？子どもの頃よく聞いていた懐かしい歌声。
　最近あまり聞かれなくなってきたような気がします。
　親と子の絆のはじまりに、ぜひ子守唄をうたってみませんか？

　子どもが大きくなり、困難にぶつかった時、子守唄を
うたってもらった子どもの頃をふっと思い出し、立ち向
かっていける…そんな愛情を子守唄をとおして伝えられ
たら素敵ですよね。唄を聞くと、肌のぬくもり、やさし
い声まで思い出し、その愛情が歌い継がれることになり
ます。
　親子の絆が見直される今、子守唄をうたってみません
か？

♪ 江戸の子守唄 ♪
ねんねんころりよ　おころりよ

坊やはよい子だ　ねんねしな

ねんねんの子守は　どこへ行った

あの山こえて　里へ行った

里の土産に　何もろった

でんでん太鼓に　笙の笛

おきゃがりこぼしに　振り鼓

おきゃがりこぼしに　振り鼓

おみや

つづみ

☆子守唄って？
●子どもが生まれてはじめて聞く唄
●縄文時代から受け継がれている
●歌うことにより、あやし・遊ばせ・眠らせる
●抱っこして“愛”を伝えるもの
●子どもを大切に思う気持ちがそのまま伝わる
●歌うと自分も安らぐ

東京都

－ ハダカカメガイ －
　今回はクリオネと言った方がわかるかと思いますハダカ
カメガイをご紹介します。
　クリオネと呼ばれている理由は、学名（世界共通の名
前）が　　　　　　　　　　　（クリオネ リマキナ リマキ
ナ）と呼ばれていることからです。
　このハダカカメガイは名前のように貝殻を持たない巻貝
の仲間で4㎝程まで成長し、北太平洋の亜寒帯海域に生息し
ています。日本では北海道で見られます。しかし、平成10
年4月19日には大洗港内でクリオネが生きている状態で発
見され16個体を採集することができましたが、発見された
原因はよくわかりませんでした。続いて平成17年3月には県水産試験場の調査船が、大洗南東
沖合約20～40㎞でクリオネを採集し当館で展示することができました。その時の理由として
は、親潮の影響が強い年だったために流されてきたのではないかと考えられています。
　昨年12月からマンボウ水槽前にてクリオネの展示を始めました。天使のように翼足（よく
そく）を動かしながら泳ぐ可愛らしい姿をぜひご覧下さい。

子守唄うたってみませんか？子守唄うたってみませんか？

Clione limacina limacine


